
 
 
 
  

豊明市における 
地域包括ケアモデル事業（２年目）の取組 

（医療・介護等一体提供モデル） 
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藤田保健衛生大学  
地域包括ケア中核センター 
講師 都築 晃 

豊明市役所  
健康福祉部 高齢者福祉課 
地域ケア推進担当係長 松本 小牧 



■豊明市の保健・医療に関する社会資源 
 病院3（藤田保健衛生大学病院、桶狭間病院藤田こころケアセンター、豊明栄病院） 
 医療機関39、歯科医療機関39、薬局25、訪問看護3、訪問リハビリ3  
 
◆医師会 ： 東名古屋豊明市医師会    ◆歯科医師会 ： 愛豊歯科医師会豊明支部 
◆薬剤師会 ： 日進東郷豊明薬剤師会 

■豊明市の介護・福祉に関する社会資源 
 地域包括支援センター2（Ｈ24より委託）、特別養護老人ホーム4、老人保健施設2 
 特定施設2、小規模多機能居宅介護1、認知症対応型共同生活介護3 
 居宅介護支援事業所10  

・愛知県のほぼ中央に位置する 
 名古屋市のベッドタウン。 
 
・人口68,609人（28,718世帯） 
 うち、高齢者人口 16,720人 
      (平成２７年１０月１日現在) 

 

・高齢化率 24.3％（地域差あり） 
 

・総人口は減少傾向で推移。 
 年少人口、生産年齢人口とも減少 
 する一方で、高齢者人口は増加。 

豊明市の概況  

2 

https://e-heya.kentaku.net/common/images/map/map_aichi_owari_23229.jpg


6,859  7,276  7,664  8,010  8,324  8,431  8,376  8,693  9,160  9,449  9,518  9,493  9,284  8,646  
6,915  

4,098  
4,347  

4,586  
4,806  

5,138  5,421  5,783  
6,131  

6,410  
6,730  7,099  7,529  7,984  8,971  

10,508  
10,957  

11,623  
12,250  

12,816  
13,462  

13,852  14,159  
14,824  

15,570  
16,179  

16,617  
17,022  17,268  17,617  17,423  

16.2% 

24.4% 

25.5% 

26.3% 26.8% 

15.0%

17.0%

19.0%

21.0%

23.0%

25.0%

27.0%

29.0%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成32年 平成37年 

前期高齢者 後期高齢者 合計 高齢化率（豊明市） 高齢化率（愛知県） 

愛知県全体 

豊明市 

豊明市の概況 

 豊明市の高齢化率は、平成24年度から愛知県全体と逆転。特に、今後、数年の推計は、後期高齢者の伸びが著しく、高齢者 
 の46.2％となる見込み。 

 要介護（要支援）認定者数は、毎年80～160人程度増加しており、認定率は13.9％、要介護（要支援）認定者数は 
 2,312人となっています。 
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豊明市の高齢者数将来予測 



豊明市の概況 

 本市は、この５年～１０年の間に後期高齢者となる世代が多い。介護サービス利用人口が急激に増えていく「転換期」である。 
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豊明市の人口構成 
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豊明市の取り組んできたこと 

愛知県地域包括 
ケアモデル事業 

(H26.4～H29.3   3ケ年事業) 
医療・福祉一体提供モデルとして実施 

 
豊明市北部地域をモデル地区とし 
藤田保健衛生大学とともに事業展開 

 
豊明団地における取り組み 
＝けやきいきいきプロジェクト 

 
 
 
 
 

豊明市全体における在宅医療・介護連携推進に関する取り組み 

豊明市北部地域における地域包括ケアの取り組み 

東名古屋医療圏域（豊明市・東郷町・日進市・長久手市）における在宅医療・介護連携推進に関する取り組み 

愛知県在宅医療連携拠点推進事業 
(H26.1～H27.3   15ケ月事業) 
・地域包括ケア連絡協議会の設置 
・多職種協働による在宅チーム医療を担う人材育成 
 研修事業の実施 
・ICT「いきいき笑顔ネットワーク」による連携推進 

・ICTネットワークと見守りセンサーを活用した見守りサポート 

 事業の実施  など 

愛知県多職種協働による在宅チーム医療を担う 
人材育成研修 モデル事業 
(H26.1～H27.3   15ケ月事業) 

介護保険 地域支援事業と

して在宅医療・介護連携推

進事業を強化 
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愛知県地域包括ケアモデル事業 
医療・福祉一体提供モデル 

 
 目指すべき地区の状態 
  ○ 同一法人で設置された病院、在宅療養支援診療所、訪看、介護事業所等が 
    相互に連携し、患者情報を共有しながら、在宅の療養者に対し、医療、介護が 
    一体的に提供されている。 
  ○ 見守りや配食、買い物などの生活支援サービスは法人外部に依頼し、いつでも 
    利用できる。 
  ○ 介護予防や健康づくりが積極的に行われている。 
  ○ 自宅では暮らせない状態になった場合の転居先が確保されている。 

必須タスク モデル事業の取組み年度 

マネジメント・調整 平成26年度 

医療と介護の連携 

介 護      平成27年度 

予 防 

生活支援           平成28年度 

住まい 



代表者会議 

多職種人材育成研修 
プログラム検討会 

多職種連携や人材育成研修内
容の協議 
〔藤田保健衛生大学に委託〕 

同職種による情報共有 
医師会等の他団体との組織連携等 

ケ
ア
マ
ネ 

訪
問
看
護 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ 

同職種勉強会 

病院から在宅生活への移
行時の関係機関同士の
連絡調整情等について情
報共有・体制整備 

入退院 
調整部会 

見守り・生活支援の具体
的なサービスや取組みにつ
いて、市民参加のもと検討 

見守り生活 
支援部会 

定例ミーティング 

名古屋大学医学部付属病院先
端医療臨床研究支援センターサ
ポートのもと、具体的取組につい
て検討 

いきいき笑顔ネットワーク 
運営委員会 

ICT医療福祉 
連携部会 

豊明市の地域包括ケア推進組織 

豊明市地域包括ケア連絡協議会 
地域包括ケア体制構築に向けた各部会の取組状況の報告と課題の検討 
平成２６年４月設置 地域ケア会議の施策検討レベル会議として位置づけ 
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見守り生活支援 
協議体 
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◆２年目の前半期の取り組み 
     ～市全体から～ 
 
 



◆取り組み内容 
 ・要支援者のサービス利用傾向の把握・分析 
  利用者はどこに流れているのか？どんなサービスが好まれているのか？ 
 
 ・地域包括支援センターとの協議（月１回開催） 
 
 ・新たなサービス提供主体との協議 
 
 ・移行方針の立案 
  切り替えのタイミング、サービスの種類、ケアプランのあり方 

①新しい総合事業移行に向けての準備 
その1 移行時期の前倒し→年度内移行を決定 
  
 当初予定の平成29年1月移行から平成28年3月移行へ前倒しを決定、 
 ただ今急ピッチで準備中。 
 
  

2年目前半期の取り組み 
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◆取り組み内容 
 ・介護予防事業の体系整理 
  移行後のサービス事業から一般介護予防事業へ 
    の利用の流れをイメージし、二次・一次予防事業を整理 
 
 ・住民活動の支援 
  サロン活動の支援（地域サロン交付金） 
  地域リハビリテーション活動支援 
 
 ・普及啓発用オリジナル体操開発   
  リハ職及び介護予防リーダー等と 
  オリジナル体操開発中 

 

①新しい総合事業移行に向けての準備 
その2 介護予防事業の整理と強化 
  
 総合事業移行後の介護予防事業のあり方を描き 
 従来の事業を整理、より住民に近いところで予防事業が展開できるよう準備 
 
 
   

2年目前半期の取り組み 
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◆取り組み内容 
 ・認知症初期集中支援チーム員研修への派遣 
  研修内容を多職種で共有 
   
 ・ケースをモデル的に支援 
  ケース支援においては、ICT 
 （電子連絡帳）を活用  
    

 

②新しい包括支援事業の取り組み 
その1 認知症初期集中支援チーム設置準備  
 
 平成２８年度設置に向け、実施体制を構築、試行的に運用開始 
 次年度の本稼働に向け、実際のケースを通じて体制を検証 
  

2年目前半期の取り組み 
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◆取り組み内容 
 ・退院支援地域連携実証事業 
  藤田保健衛生大学病院に入院中で、 
  新規要介護認定申請ケースについて 
  モデル的に支援 
   
 ・在宅医療介護連携拠点整備検討 
  地域の医療介護連携の拠点となるセンター 
  の在り方（場所・運営主体・業務内容） 
  の検討  

②新しい包括支援事業の取り組み 
その2 在宅医療・介護連携推進事業  
 
 ICT基盤整備、多職種人材育成研修の実施等の次なる段階として 
 急性期医療からのシームレスな退院患者支援の在り方を模索 
  

2年目前半期の取り組み 

12 



65.1% 

62.0% 

65.1% 

59.8% 

67.3% 

69.4% 

61.2% 

54.0%56.0%58.0%60.0%62.0%64.0%66.0%68.0%70.0%72.0%

愛知県平均 

瀬戸市 

尾張旭市 

豊明市 

日進市 

長久手市 

東郷町 

14.6% 

12.0% 

11.7% 

19.0% 

13.9% 

8.1% 

16.3% 

5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

愛知県 

瀬戸市 

尾張旭市 

豊明市 

日進市 

長久手市 

東郷町 

施設サービス 在宅サービス 

参照）平成26年9月月報 

 参考）在宅・施設サービス利用の比較 

 

利用者数÷認定者数で算出。 
豊明市は、他市と比較して在宅サービス利用率が低く、施設サービス依存が高い傾向。 
施設サービスが充実しており、入所しやすい一方、本人意思に関わらず、安易に入所の傾向も。 

 



  平成２７年度 モデル的な取組み（概念図） 

 ・家族による申請手続き 
 ・チーム支援への同意 

藤田保健衛生大学病院 

病棟 

地域包括支援センター 

医療連携福祉相談部（退院調整室） 

○該当ケース抽出 
 ・保大入院中 
 ・介護保険新規申請 

退院後も切れ目ないケアを受けられる体制を入院早期から整えることで
、本人・家族も安心できるスムーズな移行が可能になる。 

市役所高齢者福祉課 

①入院 

②申請 

③連絡 

居宅介護支援事業所 

回復期病院 

居宅サービス事業所 

介護保険施設 

緊急・重症時 

○本人・家族の支援 
○いきいき笑顔同意後 

 患者・チーム登録  

④チームによる支援の開始 

転院 

在宅生活 

転院 

退院 

退院 

○関係者の調整 
○必要に応じ、 
 退院カンファ 

 実施  
連
携 

■予定入院の場合…保大入退院センターによる退院支援(26.12～) 
■緊急・重症による入院の場合…直接病棟入院 



地域中核病院	

医師	 看護師	



MSW	 医師	 看護師	 MSW	

医師会 	
歯科医師会	
薬剤師会 	

ケアマネ	社会福祉士	保健師	

訪問看護ステーション	
福祉事業所　など	

行政	
地域包括支援センター	
社会福祉協議会　など	

在宅医療・介護対象者	
（疾病管理、再発予防、健康者）	

かんたん＆セキュアな情報共有	

センター・セキュリティ基盤	

医療情報の標準化国際機関（IHE協会）が認めている日本で唯一のシステム	
厚生労働省「医療情報システムの安全管理に関するガイドライン4.1版」に準拠	

地域包括ケアシステムの確立	

歯科医師	 薬剤師	

在宅医療・福祉統合ネットワーク	

いきいき笑顔ネットワーク	

システム・技術支援：　名古屋大学医学部附属病院　先端医療・臨床研究支援センター	

電子＠連絡帳	

民生委員	

保健師	

社会福祉士	

ケアマネ	

情報共有基盤	

Nagoya-RHIE　システム	電子@連絡帳　システム	

日常生活圏での	
情報共有基盤	

参考）いきいき笑顔ネットワークの概要 

 
 
 平成23年2月～  試験運用開始 
 平成23年10月～ 地域正式導入 
 平成25年9月～  自立的運用開始 
              （行政・３師会との協定締結） 
 平成26年6月～  ICT見守りサポート事業の開始   
   
 在宅療養高齢者を中心とした 
 医療福祉連携と見守り支援にネットワーク利用展開 

 

  
 
 患者登録者数  440人 
 （参考） 豊明市の介護認定者数  2,312人 
 今までの患者登録記事件数  6,107件 【平成27年9月末】 
 
 登録医療機関・介護関係機関 117事業所 
   ・医院      ・藤田保健衛生大学病院 
   ・歯科医院   ・行政・包括 
   ・薬局      ・障がい者相談支援センター 
   ・居宅介護支援事業所 
   ・老健施設   ・訪問看護ステーション など 

いきいき笑顔ネットワークの現在までの経過 いきいき笑顔ネットワークの利用・登録状況 
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 ◆取り組み内容 
 ・見守り生活支援に関する協議会の開催 
  第1層部分の会議を計5回開催 
   
 ・住民の見守り活動・生活支援活動の支援 
  積極的に地域に出向き、各地域で機運を醸成 
 
 ・民間事業者との見守り協定の締結 
    金融機関、新聞店、郵便局、コンビニ 
 
 ・第1層生活支援コーディネーターの養成 

 

②新しい包括支援事業の取り組み 
その3 生活支援体制整備事業  
 
 高齢化に対応する住民主体の地域づくりの機運を醸成するため 
 地域へのアウトリーチと地域資源の把握を重点的に展開 
    

2年目前半期の取り組み 
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◆２年目の前半期の取り組み 
 ～地域包括ケアを担う人材育成～ 

 
 



地域包括ケアを担う人材育成 
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地域包括ケアを担う人材育成 
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地域包括ケアを担う人材育成 
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地域包括ケアを担う人材育成 
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地域包括ケアを担う人材育成 
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在宅医療人材育成研修会 
昨年度研修会 全４回 延べ 212名参加 



地域包括ケアを担う人材育成 
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地域包括ケアを担う人材育成 
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地域包括ケアを担う人材育成 
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地域包括ケアを担う人材育成 
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地域包括ケアを担う人材育成 
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